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表郷小学校の特色ある活動の紹介
～「ビャッコイのひみつ（４年）」と「セカンドスクール（５年）」～

白河市の東側に位置する表郷地区は、平成17年に白河市と合併するまで
は表郷村であったこともあり、本校は、表郷で唯一の小学校（昭和５５年に
５つあった小学校が１つに統合された）として、地域とのつながりが深く、

地域と密着した活動が盛んです。また、教育目標の「自ら考え、創造し、思いやりを持って、
たくましく生きる輝きのある子どもの育成」を達成するために、６年生を中心に日々、いろ
いろな活動に積極的に取り組んでいます。
今回は、４年生の『ビャッコイのひみつ』と５年生の『セカンドスクール』について紹介

します。

「ビャッコイ」とは、カヤツリ草科の新種として明治３８
年に発表され、国内では唯一白河市表郷の金山に自生して
いる植物です。（北半球でも表郷だけです。）福島県の天

然記念物にも指定されている珍しい植物です。本校では、4年生の総合的な学習の時間で「ビ
ャッコイのひみつ」というテーマでビャッコイについて学習をします。村の案内人の方を講
師に招いて、学校近くのビャッコイの自生地に実際に行き、名前の由来、特徴などについて
教えていただき、理解を深めます。

○ぼくは、見学に行って分かったことがあります。それは、ビャッコイに花
が咲くことです。

○県の天然記念物になるのはすごいと思います。ビャッコイがすごいことが分かりました。

５年生になると、毎年、那須甲子青少年自然の家で４泊
５日のセカンドスクールを実施します。本校ではこのセカ
ンドスクールを「最高学年へのステップ」と位置付け、集

団への所属感や連帯感を深め、自主的な態度を育てるとともに、最高学年に向けての自覚と
団結を強めることを主なねらいとして実施しています。子ども達は、４泊５日の間、班行動
を基本に、1クラス（4班編制）に3人ずつ担当として付いてくれる大学生のボランティア
のお兄さん、お姉さんと文字通り寝食を共にしながら、自分たちで考え、判断していろいろ
な活動に取り組みます。

○ぼくがセカンドスクールで学んだことは「みんなで協力すること」です。
これからの学校生活でも、自分のやるべきことを考えて協力し合いたいと
思います。

○ぼくは、５日間のセカンドスクールでとても成長できたと思います。だから、これからの
学校生活でこの学んだことを生かして、下級生のお手本になれるようにしたいです。

○４月には６年生になり、下級生をまとめることが多くなると思います。このセカンドスク
ールで学んだ「協力することや絆の大切さ」「考えて行動しなければいけない」というこ
とを生かして、お手本になるしっかりとした６年生になりたいです。
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